
29

古文書パズルの製作と利用状況

高橋　伸拓

１．はじめに

　本稿は、茨木市立文化財資料館郷土史料室にお

ける古文書の普及啓発について、古文書パズルの

取り組みを紹介するものである。

　令和４年（2022 年）３月 31 日に郷土史料室を

開室し、史料室前に 75.0 × 180.0cm のサイズの

長机を設置して古文書の普及啓発を行うためのミ

ニコーナーを設けた。ミニコーナーには摂津名所

図会のぬりえと、貼りパネ製の古文書パズルを配

置した。

　以前、筆者は鹿毛敏夫氏のパズルを用いた古文

書の啓発（鹿毛 2002）や髙橋修氏の小学生向け

古文書読解（髙橋 2013・2014）から着想を得て、「絵

図で楽しむ茨木」展において古文書パズルを製作

し、事例紹介を行った（高橋 2017）。この時に古

文書パズルをより改良していくことを課題として

あげていた。その後、改良を行い、当館に郷土史

料室を設けたことで、古文書パズルを活用するこ

ととした。

　古文書の活用について、『博物館研究』誌上で、

「特集　古文書資料の活用」が組まれ、これまで

の古文書資料の活用に関する取り組みがまとめら

れている（髙橋 2022 ①）。さらに、2017 ～ 2019

年の展示会名称及び 2021 年のデータから展示で

扱う時代は近世・近代が数多く扱われており、展

示会の成否の鍵を握るのはその根拠資料となる古

文書の扱い方にあり、今後の博物館展示の運営に

あたり、従来以上に古文書をどのように活用する

かが問われているという指摘がある（髙橋 2022

②）。

　古文書はくずし字で書かれているため、見ても

内容が分からず、展示が難しい資料である。古文

書に少しでも興味を持ってもらい、存在を知って

もらうために、歴史系博物館における古文書の活

用については展示に限らず、今後も考えていかな

ければならない。

　郷土史料室での古文書パズルの活用について

は、すでに別稿（高橋 2023 ①・2023 ②）で触れ

ているが、製作の過程や実物についてはこれまで

発表していなかった。

　以上を踏まえて、古文書パズルの製作の変遷と

その利用状況についてまとめておきたい。

２．古文書パズルの製作

　「絵図で楽しむ茨木」展の際に、古文書パズル

を製作した。この時はくずし字を絵柄にしたマグ

ネットのパズルをホワイトボードに貼り付けたも

のとした。これはパズルをただ完成させるだけの

ものであり、パズルを完成させても、そのくずし

字が何と読むのかは分からない。そのため、この

パズルを作った時は別に読み方の答えを書いた用

紙を配布していた。絵柄のくずし字は市民にも比

較的なじみのある江戸時代の茨木市内の旧村名を

用いた。この取り組みはすでに別稿で紹介したの

で参照されたい（高橋 2017）。

　しかし、パズルのみでより学習効果を得られな

いかと考え、その後改良し、パズルを完成させる

ことで古文書を解読した気分になることができる

ように、パズルを完成させて裏返すと、くずし字

を活字にした答えが書いてあるものとした。この

時は自前で貼りパネを使って製作した。サイズは

縦 22.4 ×横 12.0 ×厚さ 0.5cm である。これによ

って、くずし字の絵柄のパズルを完成させるだけ

でなく、パズルを完成させることで、くずし字を

読むことができるという学習効果が得られるよう

にした。この時も旧村名のくずし字を絵柄とし、

２種類製作した。

　郷土史料室を開室し、史料室前でミニ展示とミ

ニコーナーを設けて、摂津名所図会のぬりえと、

貼りパネ製の古文書パズルを配置した。古文書パ

ズルは好評で、未就学児から小学生によく利用し

てもらっている。貼りパネの古文書パズルは使用

することで劣化が進み、より丈夫なパズルを製作

できないものかと考え、アクリル製の古文書パズ

ルを業務委託で製作することとした。古文書パズ

ルの仕様を作り、図面（図１・図２）を元に（株）

日展に製作してもらった。仕様書を作ったことで、

再度パズルを製作することが可能になった。サイ

ズは縦 25.5 ×横 11.0 ×厚さ 2.5cm である。貼り

パネの古文書パズルと同じくらいの大きさにした
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が、アクリル製であることから重いものとなった。

絵柄は旧村名のくずし字を踏襲し、２種類製作した。

３．古文書パズルの利用状況

　古文書パズルの利用状況については、未就学児

から高齢者まで幅広い世代の方に興味を持ってや

ってもらっている。このように幅広い世代の方が

来られるのは、前提として当館は入館料が無料で

入りやすいためと考えられる。

　未就学児は他の場所にはない、ここにしかない

パズルを楽しんでいる。リピーターになっている

未就学児・小学生がみられ、学校が終わった後に

訪れる小学生や、保護者とともに保育園・幼稚園

の帰りに立ち寄る園児がみられる。未就学児は漢

字を読めないが、保護者から何と読むか話しを聞

いている。保護者にもくずし字のことを知っても

らう機会を提供できている。アクリル製だけでは

物足りない様子の時は貼りパネ製も使ってもらっ

ている。

　パズルを手に取られた方に、職員が声掛けをし

てパズルについて説明をし、来館者とのコミュニ

ケーションを取るためのツールとしても機能して

いる。来館者全員がパズルを手に取るわけではな

いが、興味を持つ方もおり、古文書が少しでも印

象に残ることができればと考えている。

　こうして試行錯誤しながら製作したパズルを利

用してもらっている。

４．おわりに

　以上、古文書パズルの製作と利用状況について

紹介してきた。最後に今後の課題をまとめておき

たい。

　まず、古文書パズルの種類をさらに増やしてい

きたいと考えている。少しでも古文書やくずし字

に親しみを持ってもらい、記憶してもらうことが

できればと考えている。

　さらに、より学習効果を得るために、パズルに

よって古文書に興味を持ち、自分で解読しようと

いう考えを持ってもらう仕組みを作りたいところ

である。パズルを組み立てることで古文書を解読

した気になる方法を考えたい。絵柄はこれまで旧

村名のくずし字を使用してきたが、歴史上有名な

人物の名前などといった種類を増やしていきたい

ところである。アクリル製であることから丈夫で

はあるものの、未就学児にとっては少し重量があ

り、より軽量化できないかと考えている。

　またこれまで見たことがないパズルのため、ど

のようにやればいいか分からない方が多く、こち

らが説明することで理解して楽しんでもらってい

る。遊具の要素を取り入れて、もっと分かりやす

いものにできないか考えていきたい。

　古文書パズルを通じて、くずし字で書かれた古

文書の存在を知ってもらい、古文書が伝わる旧家

で廃棄されないようにし、古文書の保存にもつな

げていきたいと考えている。

　古文書普及啓発のツールの一つとして、古文書

パズルが利用されることを願っている。
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図２　アクリル製古文書パズル図面（カバーアクリル）

図１　アクリル製古文書パズル図面（パズル部・ベースプレート部）
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図３　アクリル製古文書パズル


